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研究成果の概要（和文）：申請者は、本研究の実施期間中、新規の遺伝子改変マウスの網羅的行動解析データを
30件以上取得し、本研究で使用する大規模データの拡充を行った。また、大規模な行動解析データの管理や蓄積
のため、データベースやサーバーなど、生データの保存体制を改良した。
こうしたデータ取得や整備と並行し、大規模な行動データを活用した解析を行った。個々の行動指標について、
その変化量を算出し、それらの変化量の類似性を用いたマウス系統のクラスタリングを行った。プレリミナリー
な結果ではあるが、マウスの行動指標の変化量というデータ駆動型の新しいマウス系統の分類方法の確立を行っ
た。

研究成果の概要（英文）：In this project, we planned to improve our data management system and 
develop a novel method to classify strains of mouse. During the four years (FY 2018-2021), we have 
obtained more than 30 comprehensive behavioral analysis data on genetically modified mice to 
increase the data used in this project. We modified the raw data storage system, including mouse 
phenotype databases and file servers.
We also perform cluster analysis, which is a method for grouping a set of objects, using our 
large-scale behavioral datasets in the strains of genetically engineered mice. As a preliminary 
data, we established a novel data-driven classification method of mouse strains based on the z-score
 in mouse behavioral indices.

研究分野：神経科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、申請者の所属研究室で取得した200系統以上の遺伝子改変マウスの網羅的行動解析データの整備と
解析を行った。これらの大規模データはその数のみならず、ほぼ同一の施設・設備、環境、プロトコルで取得し
たという均質性の観点からも、他に類を見ない貴重なものとなっている。このようなデータを整備し、公開する
ことは、様々な分野の研究者らが多様な切り口でデータを解析する機会を提供するという観点からも重要であ
る。本研究で実施したクラスター解析のようなデータ駆動型の新しい解析方法により、疾患の病態解明や治療に
関連する新しいメカニズムの発見が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 生命科学研究全般において、研究に用いる計測技術や解析ツールの発展により、大規模データ

を取得し解析する機会が増えつつある。こうした大規模データの解析を行うにあたり、データを

取得した研究者以外にも広く利用できるように公開する、オープンデータの取り組みが進めら

れている。このようなデータの公開や共有は、(a)異なる専門分野の研究者らが多様な切り口で

解析に関わる機会を提供できること、(b)研究結果の再現性や信頼性の確認が容易に行えること、

(c)出版バイアス等により論文化はされていないが、他の研究者らによって、既に評価済みのテー

マについて、再び実験・解析してしまうのを回避できることなど、種々の利点があり、このよう

な観点から生命科学研究の進歩を加速させることが期待されている。 
 申請者の所属研究室では、ほぼ同様の条件下で取得した遺伝子改変マウスの大規模な網羅的

行動データを保有し、データベースとして公開している。それらのうち、1000 匹以上の統制群

マウスのデータを活用してメタ解析を行うことで、マウスの background strain の亜型や実験

時の月齢の違い、同じケージ内のマウスが実験に用いられる順番が行動に与える影響を評価し、

報告してきた（Matsuo et al., Front Behav Neurosci, 2010, Shoji et al., Mol Brain, 2016, Takao 
et al., Front Behav Neurosci, 2016）。これらの結果は、マウスの行動を理解する上での基礎と

なるデータであり、関連研究者らの関心の高いものとなっている。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では、申請者の所属研究室にて取得してきた 200 系統以上の遺伝子改変マウスとその

統制群マウス、あわせて数千匹から取得した大規模な網羅的行動解析データを二次利用しやす

い形に整備し、公開することを目指す。また整備したデータを活用し、これまでになかった行動

解析データの類似度を起点としたデータ駆動型の解析手法により「行動表現型と各遺伝子との

連関図」の作成を試みる。 
 
 
３．研究の方法 
 申請者の所属研究室では、以下のような、大規模なマウスの網羅的行動解析データを保有して

いる。 

(1)ほぼ同一の施設・設備、環境、プロトコルで取得 

 (2)200 系統、数千匹以上の遺伝子改変マウス及び、その統制群から取得 

 (3)感覚、知覚、運動だけでなく、情動や記憶 ・学習などの高次の機能解析を含む 20 種類以

上の行動テストを実施し、200 個以上の行動指標を取得（表 1） 
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表 1. 網羅的行動解析 



 

 

 
 
４．研究成果 

 申請者は、本研究を協働可能な他の研究プロジェクトと連携させながら遂行した（新学術領域

研究 学術研究支援基盤形成「先端モデル動物支援プラットフォーム」、文科省共同利用・共同研

究拠点「脳関連遺伝子の網羅的解析拠点」等）。本研究の研究開始となる 2018 年からの 4 年間

（延長期間を含む）において、他大学・他機関との支援的共同研究プロジェクトにより、新規の

遺伝子改変マウスの網羅的行動解析データを 30 件以上取得し、本研究で使用する大規模データ

の拡充を行った。 

また、大規模な行動解析データの管理や蓄積のため、従来使用してきた FileMaker のデータベ

ースを併用しながら、MySQL データベースへのデータ移行を協働して進めた。こうしたデータ整

備のためには、申請者の所属研究室で過去に取得した行動解析データを含め、保有する生データ

をより管理、確認しやすい形で保管する必要があることから、一部のサーバーのバックアップ体

制の改良や更新を実施した。こうしたデータの整備及び、Python や R といったプログラミング

言語との親和性が高いデータベースへの移行により、データ利活用の促進が期待される。 

このようなデータ解析の基盤となるデータの整備を進めると同時に、それらを活用した解析

を行った。200 個以上ある行動指標の関連について検討したところ、マウスの活動量と不安様行

動の低下には正の相関があること、活動量と感覚・運動系の指標（痛覚感受性、協調運動の指標）

等にはあまり相関が認められないことなどが明らかとなった。マウスの行動解析結果は、混交要

因となり得る指標の結果を考慮して解釈する必要があるため、こうした基礎データは、個々の遺

伝子改変マウスの表現型を見極める上でも重要であると考えられる。また、個々の指標について、

その変化量を算出し、それらの変化量の類似性を用いたマウス系統のクラスタリングを行った。

プレリミナリーな結果ではあるが、図 1 のようにマウスの行動指標の変化量というデータ駆動

型の新しいマウス系統の分類方法の開発を行った。さらなる改良およびデータの確認等が必要

ではあるものの、同一クラスター内に同じ疾患のモデルマウスが分類されるなどの結果が得ら

れている。この結果は、第 44 回日本神経科学大会のシンポジウムにて報告を行った。 

 
 
 
 
 

 
図 1. データ駆動型のクラスター解析によるマウス系統の分類 
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